
広報

　●大型連休期間中の
　　ごみ等収集と直接搬入　
　●彦根市土地開発公社の解散に向けて
　●人間ドック・脳ドック検診

●旧彦根藩松原下屋敷（お浜御殿）

　庭園の特別公開
●ホストファミリーを体験しませんか
●ゴールデンウィーク期間中の救急医療
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）

を
お
持
ち
で
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
登
録

を
し
た
人
は
、
７
月
１
日
㈪
か
ら
、
最
寄

り
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
コ
ン
ビ

ニ
）
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
次
の
証
明
書

が
取
得
で
き
ま
す
。

◆
住
民
票
の
写
し

◆
印
鑑
登
録
証
明
書

◆
戸
籍
全
部
・
個
人
事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄

本
・
抄
本
）

◆
戸
籍
の
附
票
の
写
し

◆
現
年
度
分
の
所
得
証
明
書
、
課
税
証
明

書
利
用
時
間
　
午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時

(

12
月
29
日
～
１
月
３
日
お
よ
び
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
期
間
を
除
く)

利
用
可
能
な
店
舗
　
全
国
の
セ
ブ
ン
・
イ

レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ

７月から始めます

証明書コンビニ交付サービス
コンビニで証明書を取得するには、住民
基本台帳カード(住基カード)と、交付サー
ビスの利用登録が必要です

５月８日（水）から利用登録の受付を始めます。

住基カードの無料交付期間
　5月８日㈬～12月27日㈮
特典　市民の皆さんは住基カードの提示で、彦
根城、彦根城博物館に無料で入れます。

申請・交付に必要な書類　本人が確認できる顔
写真入りの公的な身分証明書と他１点（運転
免許証と健康保険証など）。原則として、申請・
交付には本人がお越しください。

受付場所　 市民課、稲枝支所
休日窓口　5～ 12月の第2・４日曜日の8：
30～ 12：00　 市民課に専用窓口を開設
します。

▶上の期間中、 市民課では申請に必要な顔写
真を撮影します（無料）。

▶住基カードの即日交付はできません。申請
後、４～５日後に交付します。

詳しくは、 市民課にお問い合わせください。

ン
ク
ス

お
得
な
ポ
イ
ン
ト
　
交
付
手
数
料
が
窓
口

よ
り
１
０
０
円
安
く
な
り
ま
す
。

例
：
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書

は
、
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
円
→
２
０
０
円

に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

市
民
課
☎
30-

６
１

２
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２
２
０
番
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▲コンビニのマルチコピー機
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大
型
連
休
期
間
中
の

ご
み
収
集
と
直
接
搬
入

□市
清
掃
セ
ン
タ
ー

４
月
29
日
（
月
・
祝)

か
ら
５
月

６
日
（
月
・
振)

ま
で
の
ご
み
等
の

収
集
と
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の

直
接
搬
入
は
、
下
表
の
と
お
り
で

す
。ご

み
等
収
集
日
は
、「
ご
み
等
の

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

４
月
26
日
㈮
ま
で
と
５
月
７
日

㈫
以
降
は
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
で
す
）。

休
日
明
け
の

清
掃
セ
ン
タ
ー

へ
の
直
接
搬
入
は
た
い
へ
ん
混
み

合
い
ま
す
。
事
故
防
止
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

枝
木
、
草
類
の
出
し
方

□市
清
掃
セ
ン
タ
ー

木
の
葉
、
小
枝
、
草
花
や
野
菜

の
茎
（
ト
マ
ト
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な

ど
）
は
、「
燃
や
す
ご
み
」
指
定
専

用
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

枝
木
や
材
木
は
、太
さ
５
㎝
、長

さ
60
㎝
以
下
に
し
て
、「
燃
や
す
ご

み
」
専
用
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

枝
木
を
出
す
と
き
に
袋
が
破
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
限
り
、

ひ
も
で
束
ね
て
出
す
こ
と
も
で
き

ま
す
。こ
の
場
合
も
太
さ
５
㎝
、長

さ
60
㎝
以
下
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-
２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-
７
７
８
７
番

ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の

分
別
に
ご
協
力
を

□市
清
掃
セ
ン
タ
ー

ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ
ー
缶

が
原
因
と
思
わ
れ
る
収
集
車
の
火

災
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。
ご

み
や
資
源
は
正
し
く
分
別
し
て
く

だ
さ
い
。

ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
の

処
理
、
分
別
の
仕
方

　

ガ
ス
を
使
い
切
り
、
着
火
し
な

い
こ
と
を
確
認

　

埋
立
ご
み
の
収
集
日
に
、
埋
立

ご
み
と
別
の
袋
に
入
れ
て
、
集
積

所
へま

た
は
、
生
活
環
境
課
（
市
役

所
１
階
）、
支
所
、
各
出
張
所
、
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
、

清
掃
セ
ン

◀

タ
ー
に
あ
る
「
ラ
イ
タ
ー
専
用
回

収
箱
」
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

に
お
願
い
し
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト

ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
の
分
別

　

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス

ボ
ン
ベ
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
処

理
し
て
、「
缶
・
金
属
類
」
に
分
別

し
て
く
だ
さ
い
。

①
ガ
ス
を
使
い
切
り
、
側
面
に

「
穴
」
を
開
け
る
。

※
穴
を
開
け
る
作
業
は
、
火
の
気

の
な
い
戸
外
の
安
全
な
場
所
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
「
缶
・
金
属
類
」
の
日
に
集
積

所
へ
。
ま
た
は
、

清
掃
セ
ン

タ
ー
に
直
接
搬
入
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

彦
根
市
土
地
開
発
公
社
の

解
散
に
向
け
て

□市
財
政
課

彦
根
市
土
地
開
発
公
社
（
以
下
、

公
社
）
は
、
昭
和
48
年
の
設
立
以

来
、
彦
根
市
の
委
託
を
受
け
て
累

計
で
約
74
万
㎡
の
土
地
の
先
行
取

得
を
行
い
、
市
政
推
進
の
た
め
公

共
事
業
な
ど
の
実
施
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
で
は
長
期
に
わ

た
る
景
気
の
停
滞
に
よ
り
市
財
政

は
悪
化
し
、
委
託
事
業
用
地
の
買

い
戻
し
が
進
ま
ず
、
公
社
の
債
務

は
膨
ら
み
、
平
成
23
年
度
決
算
時

点
で
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
が

18
億
円
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
、
地
価
の
下
落
な
ど
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
度
決

算
時
点
で
保
有
し
て
い
る
土
地
を
、

購
入
時
点
と
比
較
す
る
と
、
約
15

億
５
千
万
円
も
の
価
値
が
落
ち
て

い
ま
す
。

公
社
の
あ
り
方
の
検
討

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
公
社

の
負
債
に
債
務
保
証
を
行
っ
て
い

る
彦
根
市
は
、
市
の
将
来
負
担
を

こ
れ
以
上
増
大
さ
せ
な
い
こ
と
が

今
後
の
市
の
利
益
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、「
彦
根
市
土
地
開
発
公
社

微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・

５
）
に
注
意

□市
生
活
環
境
課

環
境
省
に
よ
る
と
、
Ｐ
Ｍ
２
・

５
は
大
気
中
に
浮
遊
す
る
粒
子
状

物
質
の
う
ち
、粒
子
の
直
径
が
２
・

５
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も

の
で
、
吸
い
込
む
こ
と
で
呼
吸
器

な
ど
へ
の
健
康
被
害
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
気
中
の
濃
度
が
一

定
基
準
を
超
え
た
場
合
、
滋
賀
県

が
注
意
喚
起
情
報
を
出
し
ま
す
。

注
意
喚
起
情
報
が
出
た
場
合
は
、

不
要
不
急
の
外
出
や
屋
外
で
の
激

し
い
運
動
を
減
ら
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
、
呼
吸
器
系
疾
患

の
あ
る
人
や
、
高
齢
者
や
幼
児
は

影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
喚
起
情
報
は
、
滋
賀
県
の

「
し
ら
せ
る
滋
賀
情
報
サ
ー
ビ
ス

（
通
称
：
し
ら
し
が
）」
ま
た
は
、
彦

根
市
の
「
湖
東
定
住
自
立
圏
メ
ー

ル
配
信
シ
ス
テ
ム
」
で
入
手
で
き

ま
す
。

登
録
す
る
と
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
情

報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲QRコードを
　撮影してください

の
あ
り
方
検
討
懇
話
会
」
を
昨
年

に
設
置
し
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
①
公
社
の
力
で
負

債
が
減
ら
せ
る
よ
う
な
経
営
改
善

は
あ
ま
り
望
め
な
い
②
地
価
が
下

落
し
て
い
る
中
、
公
社
に
よ
る
先

行
取
得
の
必
要
性
が
薄
れ
て
い
る

こ
と
を
理
由
に
、
彦
根
市
は
公
社

を
解
散
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
、

今
年
１
月
に
「
彦
根
市
土
地
開
発

公
社
解
散
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

詳
細
な
情
報
に
つ
い
て

解
散
プ
ラ
ン
な
ど
詳
細
な
情
報

は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の

情
報
も
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

財
政
課
☎

30-

６
１
０
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

彦　根　市　長　選　挙

投票日4月 21日㈰
7：00〜20：00
問い合わせ先  選挙管理委員会事務局

　☎ 30-6131、FAX23-4551

消
費
生
活
講
座
の
ご
案
内

□市
生
活
環
境
課

近
年
、
お
年
寄
り
や
主
婦
な
ど

を
狙
っ
た
悪
質
商
法
や
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
希
望
す
る
団
体
を
対

象
に
消
費
生
活
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内
容　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
教
材
と
し
た
講

習
、消
費
生
活
相
談
員
の
話
、質

疑
応
答

対
象
　
自
治
会
、
老
人
会
な
ど

時
間
　
基
本
的
に
昼
間
の
開
催  

（
午
前
９
時
〜 

午
後
４
時
頃
）。時

間
は
約
１
時
間
（
希
望
に
よ
り
調

整
で
き
ま
す
）。

場
所　

公
民
館
な
ど
ご
希
望
の
場

所
に
出
張
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先  

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番
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国
民
年
金
保
険
料

遅
れ
ず
に
き
ち
ん
と
納
め

ま
し
ょ
う

彦
根
年
金
事
務
所

国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も

の
と
き
に
あ
な
た
の
大
き
な
支
え

と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
続
く
と
、

老
後
に
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
納
付

が
遅
れ
る
こ
と
で
「
障
害
基
礎
年

金
」
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
。（
２
年
経
過
す
る
と

時
効
に
よ
り
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番

国
民
年
金
保
険
料

納
付
が
困
難
な
と
き
は

彦
根
年
金
事
務
所

国
民
年
金
に
は
、
要
件
を
満
た

せ
ば
保
険
料
納
付
が
免
除
さ
れ
る

制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

納
付
が
困
難
だ
か
ら
と
い
っ
て

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
彦
根
年
金
事

務
所
ま
た
は

保
険
年
金
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

納
付
が
困
難
な
と
き
は

　
（
保
険
料
免
除
制
度
）

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

に
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　

申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

納
付
の
全
額
ま
た
は
一
部（
４
分
の

３
、
２
分
の
１
、
４
分
の
１
）
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
は
、
本
人
と
配
偶

者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
承
認

さ
れ
ま
す
。

30
歳
未
満
の
人
は

　（
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
）

　

本
人
が
30
歳
未
満
で
あ
る
と
き

に
限
り
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　

申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

の
全
額
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
猶
予
は
本
人
と
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ

ば
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
に
か
か

わ
ら
ず
承
認
さ
れ
ま
す
。

学
生
の
人
は

　（
学
生
納
付
特
例
制
度
）

　

本
人
が
学
生
で
あ
る
と
き
に
限

り
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　

申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

の
全
額
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
は
、
本
人
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ

ば
、
配
偶
者
や
世
帯
主
の
前
年
の

所
得
に
か
か
わ
ら
ず
承
認
さ
れ
ま

す
。

※
保
険
料
免
除
な
ど
が
承
認
さ
れ

た
期
間
は
、
老
後
に
年
金
を
受

け
取
る
た
め
の
資
格
期
間
に
含

ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
万
一
の

と
き
に
、「
障
害
基
礎
年
金
」
を

受
け
取
る
資
格
期
間
に
も
含
ま

れ
ま
す
。

※
失
業
さ
れ
た
人
は
、「
離
職
票
」

や「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

な
ど
を
添
付
す
れ
ば
、
前
年
の

所
得
に
関
係
な
く
免
除
さ
れ
る

特
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
（
外
町
）
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９

０
３
８
番　

対
象　

彦
根
市
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
（
ド
ッ
ク
検
診
時
に
国

民
健
康
保
険
の
資
格
の
あ
る
人
）

で
、
国
民
健
康
保
険
料
を
納
期

限
内
に
納
付
し
て
い
る
人

※
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

の
人
は
、
助
成
を
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
対
象

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診

　
国
民
健
康
保
険
が
受
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

者
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

助
成
額　

左
表
の
と
お
り
。
検
診

費
用
の
３
分
の
２
を
補
助
し

ま
す
。（
上
限
２
万
円
）

申
込
場
所　

保
険
年
金
課
、
支

所
、
各
出
張
所　

※
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
請

で
き
ま
す
。

申
し
込
み
に
必
要
な
物　

国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑

※
６
月
以
降
に
申
し
込
む
人
は
、

５
月
末
に
40
〜
74
歳
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
に
送
付
す

る
「
特
定
健
診
受
診
券
」
も
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
脳
ド
ッ
ク
以

外
の
助
成
を
受
け
る
人
は
、
特

定
健
診
を
受
診
で
き
ま
せ
ん

（
特
定
健
診
に
つ
い
て
は
、
12
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

申
込
期
間　

５
月
１
日
㈬
〜
７
月

５
日
㈮

対
象
と
な
る
検
診　

左
表
の
と
お
り

受
診
方
法　

申
し
込
み
後
に
、
助

成
券
を
送
付
し
ま
す
。
助
成
券

を
持
っ
て
、
６
月
か
ら
平
成
26

年
２
月
ま
で
の
間
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
は
希
望
す
る
病
院
に
各
自

で
お
願
い
し
ま
す
。

※
検
診
項
目
な
ど
は
、
各
医
療
機

関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番

意
見
公
募
手
続
制
度

結
果
の
お
知
ら
せ

意見の件数　０件

問い合わせ先　 保険年金課
　☎30-6112、FAX21-2220

第2期彦根市特定健康診査等実施計画
（素案）

意見の件数　6件
案の修正を行うもの　0件
案の修正を行わないもの　6件

問い合わせ先　 生活環境課
　☎30-6116、FAX27-0395

彦根市一般廃棄物処理基本計画（素案）

彦
根
市
技
能
取
得
教
育
訓
練

補
助
金
の
ご
案
内

□市
商
工
課

雇
用
の
安
定
と
労
働
力
の
質
的

向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
新
た
な

技
能
・
資
格
な
ど
を
取
得
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
技
能
取
得
教

育
訓
練
を
受
講
す
る
場
合
に
、
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
人
で
、

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

▼
不
安
定
な
職
業
に
従
事
し
て
い

る
、
ま
た
は
離
職
中
で
あ
る
人

で
、
訓
練
で
新
た
に
技
能
な
ど

を
取
得
し
、
安
定
し
た
職
業
に

就
く
こ
と
を
希
望
す
る
人

▼
職
業
安
定
法
に
基
づ
く
公
共
職

業
安
定
所
の
公
共
職
業
訓
練
の

あ
っ
せ
ん
を
受
け
て
い
な
い
人

▼
雇
用
保
険
法
に
基
づ
く
教
育
訓

練
給
付
金
の
支
給
要
件
に
該
当

し
な
い
人

▼
国
の
求
職
者
支
援
制
度
の
訓
練

を
受
け
て
い
な
い
人

▼
申
請
時
点
で
年
収
見
込
み
が
２

０
０
万
円
以
下
の
人

▼
過
去
に
こ
の
制
度
に
よ
る
補
助

金
を
受
給
し
て
い
な
い
人

補
助
対
象
と
な
る
訓
練

⑴
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
教

育
訓
練
講
座

⑵
そ
の
他
、
市
長
が
適
当
と
認
め

る
訓
練
（
以
下
の
と
お
り
）

①
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能

講
習
（
最
大
荷
重
１
ｔ
以
上
）

②
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転

技
能
講
習
（
つ
り
上
げ
荷
重
５

ｔ
以
上
）

③
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転

技
能
講
習
（
つ
り
上
げ
荷
重
１

〜
５
ｔ
未
満
）

④
玉
掛
技
能
講
習
（
つ
り
上
げ
荷

重
１
ｔ
以
上
の
ク
レ
ー
ン
等
）

⑤
高
所
作
業
車
運
転
技
能
講
習

（
作
業
床
の
高
さ
10
ｍ
以
上
）

⑥
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
等
運
転

技
能
講
習
（
最
大
荷
重
１
ｔ
以

上
）

⑦
介
護
職
員
初
任
者
研
修

補
助
金
額　

経
費
の
２
分
の
１
以

内
で
上
限
２
万
円(

千
円
未
満
切

り
捨
て
）

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課
☎

30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番
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日
常
生
活
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
的
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

福
祉
、
環
境
、
教
育
、
ま
ち
づ
く

り
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
活
躍
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
に
よ
る
市
民
活
動
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

彦
根
市
で
は
、
地
域
社
会
の
新

た
な
担
い
手
と
し
て
注
目
さ
れ
る

市
民
活
動
団
体
が
自
主
的
、
自
立

的
に
行
う
社
会
貢
献
活
動
に
対
し

て
、
そ
の
活
動
に
必
要
な
経
費
の

一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

対
象

▼
特
定
非
営
利
活
動
法
人(

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人) 

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
そ
の
他

の
非
営
利
活
動
を
行
う
団
体

　

※
自
治
会
な
ど
は
対
象
外

助
成
対
象
事
業　

市
内
で
行
う

社
会
貢
献
活
動

助
成
金
額
な
ど　

助
成
対
象
経

費
の
２
分
の
１
以
内（
上
限
５
万

円
）

交
付
の
制
限

▼
１
年
度
、
１
団
体
１
事
業

▼
同
一
団
体
へ
の
助
成
は
通
算

３
回
を
限
度

▼
他
の
補
助
制
度
な
ど
の
支
援

を
受
け
て
い
る
も
の
は
対
象

外
申
込
方
法　

所
定
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
書
き
、
添
付
書
類

を
添
え
て
、
提
出
期
限
ま
で
に
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
に
直
接

提
出
い
た
だ
く
か
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
、支
所
、各
出
張
所
、各

地
区
公
民
館
な
ど
に
置
い
て

市
民
活
動
を
応
援
し
ま
す

「
ひ
こ
ね
市
民
活
動
促
進
助
成
事
業
」

犬
の
引
っ
越
し
、
死
亡
の
時

は
届
出
が
必
要
で
す

□市
生
活
環
境
課

住
所
を
変
更
し
た
場
合
や
飼
っ

て
い
る
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
、

届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
を
行
う
こ
と
で
、
迷
子
に

な
っ
た
犬
が
、
飼
い
主
の
居
場
所

に
帰
る
た
め
の
手
が
か
り
に
な
り

ま
す
。
変
更
の
届
出
を
行
わ
な
い

と
、
彦
根
市
か
ら
送
付
す
る
犬
に

関
す
る
お
知
ら
せ
が
届
か
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
迷
い
犬
と
な
り
、

発
見
さ
れ
て
も
、
野
良
犬
と
し
て

施
設
に
収
容
さ
れ
ま
す
。

犬
の
死
亡
・
登
録
事
項
変
更

の
届
出
は
、

生
活
環
境
課
、
支

所
、
出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
郵
送
の
場
合
は

生
活
環
境
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
受

付
は
行
い
ま
せ
ん
）

死
亡
・
変
更
届
は
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

ま
し
ょ
う□市

生
活
環
境
課

現
在
、
狂
犬
病
集
団
予
防
注
射

を
市
内
の
各
会
場
で
実
施
し
て
い

い
ま
す
。
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

申
込
期
間　

４
月
19
日
㈮
～
５
月

17
日
㈮　
（
必
着
）

♦
添
付
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

ま
す
。
実
施
会
場
が
昨
年
度
と
一

部
異
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い（
会
場
一
覧
は
広
報
ひ
こ
ね

３
月
15
日
号
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

会
場
の
変
更
に
よ
る
新
し
い
会

場
の
紹
介
や
相
談
は
、

生
活
環

境
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

集
団
注
射
を
受
け
な
い
場
合
、
動

物
病
院
で
も
注
射
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

一
部
の
動
物
病
院
で
は
、
彦
根

市
の
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
（
済

票
）
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
、
動
物
病
院
が
発
行

す
る「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
」と

手
数
料
５
５
０
円
を
持
っ
て
、

生
活
環
境
課
か
、
稲
枝
支
所
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
済
票

の
交
付
を
受
け
な
い
場
合
、
狂
犬
病
予

防
法
の
違
反
と
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

ひ
こ
ね
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
夢
畑
」

出
店
者

①
〈
日
時
〉
５
月
４
日（
土
・
祝
）　

午
前
10
時
～
午
後
3
時（
雨
天
時
は

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）　
〈
場

所
〉
荒
神
山
公
園
（
荒
神
山
公
園
春

祭
り
会
場
内　

日
夏
町
）　
〈
申
込
期

限
〉
４
月
22
日
㈪　

②
〈
日
時
〉
５
月
18
日
㈯　

午
前

10
時
30
分
～
午
後
3
時（
雨
天
時
は

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）　
〈
場

所
〉
市
立
病
院
（
八
坂
町
、
第
４
回

彦
根
市
立
病
院
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
会
場

内
）　
〈
申
込
期
限
〉
５
月
11
日
㈯

※
以
下
、①
②
共
通

〈
出
店
料
〉１
ブ
ー
ス
５
０
０
円　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
〒
５
２
２

-

０
０
８
８　

銀
座
町
４-

19
、
受
付
時

間
は
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、
木
・
日

曜
日
・
祝
日
は
休
み
）
☎
・
F
Ａ
Ｘ

26-

4
８
１
０
番   

※
直
接
、
リ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
申
し

込
む
か
、
往
復
は
が
き
の
往
信
の

裏
面
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番

子
ど
も
教
室

し
ぜ
ん
の
色
を
み
つ
け
に
行

こ
う
！

〈
内
容
〉さ
わ
や
か
な
新
緑
の
中
を

散
歩
し
、
ク
イ
ズ
な
ど
を
楽
し
み

な
が
ら
五
感
を
使
っ
て
自
然
と
ふ

れ
あ
い
ま
し
ょ
う
。　
〈
日
時
〉5

月
12
日
㈰　

午
前
10
時
～
同
11
時

30
分　
〈
集
合
場
所
〉
子
ど
も
セ

ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
玄
関
前　
〈
対

象
〉
４
歳
～
小
学
６
年
生
の
子
ど

も
と
保
護
者　
〈
定
員
〉
10
組
（
先

着
順
）　
〈
持
ち
物
〉
飲
み
物
、
汗

ふ
き
タ
オ
ル
、
帽
子　

※
で
き
れ

ば
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン　
〈
申
込
開

始
日
〉
５
月
３
日
（
金
・
祝
）
午
前

８
時
30
分
～　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６

４
６
番　

※
電
話
か
直
接
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

彦
根
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

〈
内
容
〉少
年
少
女
に
科
学
的
な
興

味
・
関
心
を
追
求
す
る
場
を
提
供

し
ま
す
。
理
科
の
学
習
を
基
に
し

た
も
の
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
ク

ラ
ブ
員
自
身
で
工
夫
し
な
が
ら
実

験
な
ど
を
す
る
中
で
、
完
成
さ
せ

る
喜
び
を
感
じ
た
り
、
科
学
的
な

発
想
を
養
っ
た
り
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。　
〈
活
動
期
間
〉
６

月
～
平
成
26
年
２
月
の
毎
月
１
回

（
土
曜
日
）
い
ず
れ
も
午
前
9
時
30

分
～
同
11
時
30
分　
〈
場
所
〉
城

南
小
学
校
（
西
今
町
）
ほ
か　
〈
定

員
〉
25
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）　
〈
対
象
〉
小
学
４
～
６
年
生

　
〈
参
加
費
〉
２
千
円
（
材
料
費
、傷

害
保
険
料
を
含
む
）　
〈
そ
の
他
〉
科

学
や
物
作
り
に
関
心
が
あ
る
「
指

導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」（
高
校
生
以
上
）

を
併
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
、

教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。　
〈
申
込
期
間
〉４
月
15
日

㈪
～
５
月
15
日
㈬　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
☎
24-

７
９
７
３
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番　

※
各
小

学
校
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
書
い
て
Ｆ
Ａ
Ｘ

号
④
出
店
品
目
⑤
人
数
⑥
出
店
希

望
日
を
、
返
信
の
表
面
に
①
住
所

②
氏
名
を
書
い
て
郵
送

こ
れ
か
ら
始
め
る
「
日
本
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
た
め
の

講
習
会

〈
内
容
〉
外
国
人
に
日
本
語
を
教

え
る
方
法
を
基
礎
か
ら
実
践
ま
で

学
び
ま
す
。　
〈
日
時
〉
５
月
12

～
６
月
９
日
（
毎
週
日
曜
日
・
全
５

回
）　

午
前
10
時
～
同
11
時
30
分

　
〈
場
所
〉
西
地
区
公
民
館
（
本
町

一
丁
目
）　
〈
参
加
費
〉
千
円　
〈
申

込
期
限
〉
５
月
７
日
㈫　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
本
語
教
室
ス
マ
イ
ル
事
務
局

（
担
当　

吉
岡
さ
ん
）
☎
24-

７
２
４

１
番
、
Ｅ
メ
ー
ル　

toshiyuki_
yoshioka@

yahoo.co.jp　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
教
室（
初
級
Ⅰ
）

〈
内
容
〉日
常
生
活
で
使
う
簡
単
な

会
話
を
学
び
な
が
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
文
化
や
習
慣
に
も
親
し
み
ま
す
。

　
〈
日
時
〉５
月
９
日
～
６
月
27
日

（
毎
週
木
曜
日
・
全
８
回
）
の
午
後
７

時
～
同
８
時
30
分　
〈
場
所
〉21
会

議
室
（
市
役
所
２
階
）　
〈
対
象
〉
市

内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、
初

め
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
学
ぶ
人　

〈
定
員
〉
15
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉

３
千
円　
〈
申
込
期
間
〉４
月
15
日

㈪
～
５
月
９
日
㈭　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
人
権
政
策
課
☎
30-

６
１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５

７
７
番

初
心
者
向
け

健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

〈
内
容
〉
初
心
者
向
け
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
教
室
で
す
。
老
若
男
女
を
問

わ
ず
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

ま
す
。　
〈
日
時
〉
５
月
14
日
～

６
月
18
日
（
毎
週
火
曜
日
・
全
６
回
）

午
前
コ
ー
ス
　
午
前
９
時
30
分
～

午
後
０
時
30
分　

午
後
コ
ー
ス
　

午
後
１
時
30
分
～
同
４
時
30
分　

〈
場
所
〉
愛
知
川
ボ
ウ
ル
（
愛
荘
町

長
野
）　
〈
参
加
費
〉
２
千
円
（
全
６

回
分
。
ゲ
ー
ム
代
、
靴
代
、
教
材
費
、
保

険
料
含
む
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
日
本
プ
ロ
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

（
担
当　

加か

門も
ん

さ
ん
）
☎
０
８
０-

８

５
０
５-

６
６
８
６
番
（
午
前
８
時

～
午
後
10
時
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
９

-

42-

４
４
５
４
番

▲狂犬病予防注射済票
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彦根市では、アメリカ合衆国ミシガン州アナーバー
市と中国湖南省湘潭市との間で、姉妹都市（友好都市）
提携をしており、中学生の相互派遣など、それぞれの
都市と交流事業を行っています。
一方で外国に行かなくてもできる身近な国際交流が
あります。その一つがホームステイのホストファミ
リーになることです。
外国人ゲストを受け入れることで、自分とは異なる
言語や、習慣を持つ人と交流し、異なる文化を体験す
ることができます。一方、外国から来る人にとっては、
ホテル滞在では知ることができない日本の家庭を体験
する絶好の機会となります。
今年度、彦根市や市内の団体などが募集を予定して
いるホストファミリーは次のとおりです。外国語の能
力は交流において必要ではありません。ホームステイ
の楽しさ、ふだん着の国際交流の素晴らしさをぜひご
体験ください。
問い合わせ先　 企画課☎ 30-6102、FAX22-
1398

Aカルビン大学学生など
ホームステイ受入期間　6月1日㈯～同3日㈪【2泊】
応募条件　①滞在者に個室の提供　②滞在中の食事の
提供　③集合場所までの送迎　④ボランティアで受
け入れていただけること
募集ホストファミリー数　8家庭
応募期限　5月 2日㈭
その他　受け入れ前に、説明会を開催します。

Bミシガン州友好親善使節団
受入対象　ミシガン州友好親善使節団の一員として滋
賀県を訪問する団員のうち、アナーバー市およびその
周辺からの参加者
受入期間　10月中旬
募集ホストファミリー数　未定
その他　受入機関、募集するホストファミリー数など、
詳しくは、決まりしだい広報ひこねなどでお知らせ
します。
A、Bの申込・問い合わせ先　彦根市国際協会（国際交
流サロン内）☎22-5931　※開館日・時間が月～金
曜日の9：00～ 17：00に変更になりました。

Cミシガン州立大学連合日本センターの学生
受入期間　夏学期（6～8月）、秋学期（9～12月）、春
学期（1～4月）の各学期のうちの１か月以上

応募条件　①学生の受け入れについて、家族全員の同
意②滞在者に個室を提供③通学時間がおおむね片道
1時間以内であること④人種・宗教・国籍を問わず
受け入れていただけること
ホストファミリー登録　学生を受け入れていただくに
は登録が必要です。申し込みいただいた家庭をミシ
ガンセンター職員が事前に訪問し、内容を説明し通
学路なども確認したうえで登録をしていただきます。
その他　受入経費として、1か月につき5万円が支払
われます。また、学生の通学にかかる交通費も支払
われます。
Cの申込・問い合わせ先　ミシガン州立大学連合日本
センター☎26-3400、FAX24-9356

を
完
了
し
、
今
後
、
国
の
補
助
と

指
導
を
得
な
が
ら
、
庭
園
や
歴
史

的
建
造
物
の
保
存
修
理
を
実
施
し
、

一
般
公
開
を
図
っ
て
い
く
予
定
で

す
。

※
汐
入
型
式　

海
水
の
干
満
を
利

用
し
て
池
の
景
色
を
変
え
る

庭
園
技
法
。
汐
入
型
式
の
池
を

も
つ
旧
大
名
庭
園
と
し
て
は
、

浜は
ま

離り

宮き
ゅ
う

恩お
ん

賜し

庭
園
（
東
京
都
）

や
養よ

う

翠す
い

園え
ん

（
和
歌
山
県
）
な
ど
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷
の
庭

園
は
淡
水
（
琵
琶
湖
の
水
）
を
利

用
し
た
汐
入
型
式
の
手
法
を

用
い
た
、
わ
が
国
唯
一
の
庭
園

で
す
。

春
の
特
別
公
開
（
無
料
）

期
間　

４
月
27
日
㈯
～
５
月
６
日（
月
・
振
）　

期
間
中
無
休

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
園
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所　

松
原
町
５
１
５
（
彦
根
港
近
辺　

下
図
）

そ
の
他

●
公
開
は
庭
園
の
み
で
、
建
物
内
は
入
れ
ま
せ
ん
。

●
説
明
が
必
要
な
団
体
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
琵
琶
湖
側
臨
時
駐
車
場
（
無
料
）
に

駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

●
庭
園
内
で
、
喫
煙
・
飲
食
・
火
気
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
飼
い
犬
・
飼
い
猫
は
、
管
理
者
が
責
任
を
持
っ
て
管
理
し
て
入

園
し
て
く
だ
さ
い
。

●
庭
園
内
に
は
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
彦
根
港
公
衆
ト
イ

レ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

名
勝
旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷
庭
園
は
、
市
民
の
大
切
な
宝
で
あ
り
、
新

た
な
観
光
資
源
と
し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
い
ま
だ
整
備
の
途

中
で
す
が
新
緑
の
季
節
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
て
特
別
公
開
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

５
８
９
９
番

　

旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷
庭
園

は
、
11
代
当
主
井
伊
直な

お

中な
か

に
よ

り
、
文
化
７
年
（
１
８
１
０
）
頃

に
、
琵
琶
湖
畔
に
造
営
さ
れ
た
下

屋
敷
で
す
。
彦
根
藩
の
も
う
一
つ

の
下
屋
敷
で
あ
る
槻

け
や
き

御
殿
（
玄
宮

楽
々
園
）
と
は
立
地
や
趣
も
異
な

り
、
公
式
性
を
離
れ
た
井
伊
家
の

内
向
き
の
庭
園
を
主
体
と
し
た

下
屋
敷
で
し
た
。

松
原
下
屋
敷
の
庭
園
は
、
優
れ

た
造
営
技
術
を
駆
使
し
、
琵
琶
湖

の
水
や
山
の
自
然
を
活い

か
し
て

造
ら
れ
て
い
ま
す
。
琵
琶
湖
の
水

位
と
連
動
し
て
汀て

い

線せ
ん

（
波
打
ち
ぎ

わ
）
が
変
化
す
る
汐し

お

入い
り

型け
い

式し
き

（
※
）

の
手
法
を
用
い
た
池
を
中
心
に

西
側
は
洲す

浜は
ま

の
広
が
る
緩
や
か

な
景
観
と
し
、
東
側
は
築つ

き

山や
ま

（
庭

に
築
い
た
小
さ
な
山
）
が
折
り
重
な

る
深
遠
な
趣
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
各
種
調
査
か
ら
、
松
原
下

屋
敷
の
庭
園
が
玄
宮
楽
々
園
と

は
様
相
の
異
な
る
大
名
庭
園
で

あ
り
、
近
世
の
大
名
文
化
を
理
解

す
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
12
年
度
に
は
彦

根
市
指
定
文
化
財
（
名
勝
）
に
指
定

し
、
同
13
年
度
に
は
国
の
名
勝
指

定
を
受
け
ま
し
た
。
同
14
年
度
か

ら
は
彦
根
市
が
管
理
団
体
と
な

り
、
庭
園
の
維
持
管
理
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
昨
年
度
で
公
有
地
化

新
緑
の
名
勝
を
特
別
公
開

旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷（
お
浜
御
殿
）庭
園

▶
庭
園
の
様
子
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　40～ 74歳の国保の被保険者には、５月末に受診
券と一緒に、詳しい案内を送付します。受診方法や日
程などは送付する案内をご覧ください。受診券が届か
ない場合や、５月１日以降に加入手続きをした40～
74歳の被保険者は、 保険年金課にご連絡ください。
　会社の健康保険など、他の医療保険に加入している
人は、実施場所や受診方法など、それぞれの健康保険
組合などにお問い合わせください。
問い合わせ先　 保険年金課☎30-6112、FAX21-
2220
● 75歳以上の人の健康診査
　健診日に75歳以上の人は、６月初めから医療機関
で健康診査を受けられます。
　これは、滋賀県後期高齢者医療広域連合から委託を
受け、彦根市が実施するものです。
　対象者には、国保の被保険者と同じように、５月末
に受診券を送付します（すでに生活習慣病などで、医療機
関を受診している人は除きます）。
　受診を希望する人で、受診券が届かない場合は、
保険年金課にご連絡ください。
問い合わせ先　 保険年金課☎30-6112、FAX21-
2220

年に一度の健診で健康チェックを

● 19〜 39歳の人の健康診査
　（※平成25年度中に19歳になる18歳の人を含む）
　６月半ばから集団健康診査（集団健診）が始まります。
　職場や学校で健診を受ける機会のない人は、積極的
に受けてください。
　「土曜日健診」や「託児つき」、「がん検診」と同時実
施の日もあります。詳しくは、広報ひこね５月15日号
と同時に配布する「健康診査・がん検診のお知らせ」
をご覧ください。
問い合わせ先　 健康推進課☎24-0816、FAX24-
5870

● 40〜 74歳の人の特定健康診査
　（※平成25年度中に40歳になる39歳の人を含む）
　彦根市国民健康保険（以下　「国保」）では、生活習慣
病を予防するために、特定健康診査を実施します。医
療機関では６月初めから受けられます。集団健診は６
月半ばから始まります。

「健康だから、健診を受けなくてもいい」
と思っていませんか？健診は自分の健康
状態を知るチャンスです。
この大切な機会を逃さないよう受診し
ましょう！

（健康だよりは左側のページからお読みください）
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　 健康推進課（平田町・福祉保健センター）
☎24-0816、FAX24-5870

142013・4・15

ゴールデンウィーク期間中
の救急医療

●救急医療案内
　（彦根市・犬上郡域）　救急医療情報システム　　
　　☎ 23-3799

●休日急病診療所
　☎ 22-1119
診療所名　彦根休日急病診療所（福祉保健センター１階）
診療科目　内科・小児科
診療日　４月28日㈰、同 29日（月・祝)、５月３日（金・祝)、
　同４日（土・祝)、同５日（日・祝)、同６日（月・振)
診療時間 10：00 〜 19：00（受付は 18：30 まで）

●歯科当番医
５月３日（金・祝)　たきい歯科医院（田原町）☎ 43-2400
５月４日（土・祝)　いけだ歯科高宮診療所（高宮町）☎ 27-      

　　　　　 　1717
５月５日（日・祝)　つつみ歯科（原町）☎ 24-2363
※診療時間は、いずれも 9：00 〜 15：30

遠え
ん

藤ど
う

結ゆ

菜な

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

西に
し

関ぜ
き

洸こ
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あつまれ彦根っこあそびの広場

荒神山公園春まつり
　体験コーナーや楽しい遊びなど、アイデアあふ
れる内容が満載です。子どもたちのために、ふれ
あい遊びを開催します。
　キッズダンスなどのステージ発表や、フリー
マーケットも行います。楽しい一日を過ごしてく
ださい。

日時　５月４日（土・祝）　10：00 〜 15：00
場所　荒神山公園（日夏町）
　　　※雨天時は、 子どもセンター内
参加料　無料

主催　髙木・技研特別共同体☎21-3923
協力　彦根市子ども会指導者連合会、リサイクル
ステーション運営委員会、㈳あかるいまちづく
りの会

後援　彦根市、 教育委員会
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戦
争
の
悲
惨
さ
を
学
ぶ

西
中
学
校
・
平
和
学
習

3 月 8 日、西中学校（金亀町）で２年
生を対象に平和学習が行われました。

講義では、滋賀県平和記念会館の職
員から、戦争当時の暮らしや、市内の
空襲被害などが紹介されました。生徒
は防空ずきんや召集令状などを実際に
手にとり、戦争の悲惨さを学びました。

また、これらの学習を通して平和で
過ごせるありがたさを肌で感じる貴重
な体験となりました。

華
や
か
な
彩
色
に
感
動

旧
井
伊
神
社
社
殿
の
特
別
公
開

3 月 24 日、井伊神社（古沢町）の旧
社殿を特別公開しました。

この旧社殿は江戸時代後期に建立さ
れ、現在は彦根市指定文化財となって
います。内部の格

ごう

天
てん

井
じょう

には草花が描か
れ、組

くみ

物
もの

などには華やかな彩色が施さ
れています。

見学した 331 人は、旧社殿の優れた
意匠や華やかな装飾に魅了されていま
した。

３
月
24
日
、
彦
根
城
博

物
館
（
金
亀
町
）
の
土
手

で
、
鉄
砲
隊
の
演
武
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

演
武
を
行
っ
た
彦
根

商
工
会
議
所
青
年
部
・
古

式
銃
研
究
会
の
彦
根
鉄

砲
隊
は
、「
赤
備
え
」
の

甲か
っ

冑ち
ゅ
う

姿
で
土
手
に
並
び
、

火
縄
銃
を
空
に
向
か
っ

て
撃
ち
ま
し
た
。

居
合
わ
せ
た
観
光
客

は
、
演
武
と
火
縄
銃
の
迫

力
の
あ
る
音
に
驚
き
、
カ

メ
ラ
や
携
帯
電
話
を
向
け
て
つ
か
の
間

の
戦
国
絵
巻
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

戦国時代にタイムスリップ
彦根鉄砲隊の公開演武

３
月
13
、
15
日
、
市

立
病
院
（
八
坂
町
）
で
職

員
の
業
務
改
善
活
動
の

成
果
を
報
告
す
る
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

患
者
の
満
足
度
の
向

上
や
、
現
場
で
無
駄
を

省
き
ス
ム
ー
ズ
に
医
療

活
動
を
行
う
た
め
の
整

理
整
頓
な
ど
、
各
部
署

が
取
り
組
ん
で
き
た
内

容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

市
立
病
院
で
は
、
今

後
も
医
療
活
動
の
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
に
業
務
改
善
活

動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

医療サービスの向上を目指して
市立病院・業務改善発表会


